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ＩＰ電話をＩＰ網に導入するためには、ＩＰ網を“公衆ＩＰ網”として位置付け、公衆ＩＰ網とＰＳＴＮと

を対等に相互接続することが必要と考える。本報告は、前回報告（IN2001-4）に続いて、ＩＰ網へのＨ３２３

端末収容方法、ＬＡＮベース外線電話と内線電話とを一体化した実装、ＰＳＴＮ―公衆ＩＰ網―ＰＳＴＮの

電話の回線接続制御プロトコルとＴＣＰとの関係、について述べる。 
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       Abstract:  
 The authors feel to need to position IP network as "public IP network" in order to introduce 

an IP telephone into IP networ, and think that it is necessary to connect public IP network and 

PSTN  equality mutually. This report describes relation with implementation which unified a H323 

terminal accommodation method to IP network, a LAN-base telephone (outside line) and an extension 

telephone, telephone call connection of PSTN - public IP network - PSTN, line connection control 
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1 .  はじめに 

1.1: IP 電話の２つの研究アプローチ：第１のアプロー

チは “電話機側からの研究”と言えよう。このアプロ
ーチでは LAN内のH323端末や SIP端末などの電話
機から PSTN と対等な相互接続を実現することは困
難と考える。 
第２は“交換網側からの研究”であり、MSF 

(Multi-service Switching Forum, 2000～) が推進してい
る。MGC, MG, MEGACOPなどのIP電話を実現する
ための各種機能が検討されていると報告されている。

我々は IP網が交換網の管理対象として扱われている
と推定しており、交換網とPSTNの対等な相互接続は
難しいと考える。IP網のVoIPサービスは、IP網構造
によらずMGC,MG, MEGACOP等の機能で定まり、IP
電話実現にIP網の最適設計は優先されないであろう。 
1.2: No-7 共通線信号方式の導入： 我々は IP網の潜在
能力引出しを最重視する。このため、①IP網を“公衆
IP網”に発展させ、②PSTNと公衆 IP網との対等な
相互接続のために、共通線信号方式による回線接続制

御を公衆IP網に導入することを提案する。公衆 IP網
は、通信事業者が責任運用する IP網であり、複数通
信事業者の IP網は相互接続し、公衆IP網のエッジノ
ードに利用者端末のアドレスを登録して有償サービ

ス（課金）を確実とし、また網の安全性を向上させる

（公衆電話網と類似させる）。 
1.3: 先の発表（文献１）： 公衆 IP網とPSTNは、NNI
により対等に接続すること、グローバル IPアドレス
を使う“LANベース外線電話”と、プライベート IP
アドレスを使う“LANベース内線電話” とを実現す
ること（PBX収容電話機を仮想専用線により接続する
形態と類似）、電話機は、MR（Media Router;、VoIP
ルータ相当）を経て公衆 IP網のエッジノードに接続
すること、SIP端末の収容、等を述べた。更に、LAN
ベース外線電話と内線電話で電話呼の接続制御は同

一インタフェースとする、公衆 IP網の内部は制御線
と音声線とを分離する、等を述べた。 
 
2 .ＩＰ網へのＨ323 端末収容方法 

H323端末を用い、グローバルIPアドレスを用いる
LANベース外線電話と、プライベート IPアドレスを用
いる LANベース内線電話とを導入する（図1--図2）。
H323 端末から見た電話の呼接続制御は、LAN ベース
外線電話と内線電話を一致させる。図2(3)は発信／着信
内部アドレスを含む内部パケット（例）を示す。また、

着信内部アドレスである内部パケットも可能とする

（文献１の図12と同様、MAPOSを考慮）。なお文献１
で述べたSIP端末と上記のH323端末のLANベース外
線電話の呼接続制御は、電話管理サーバ（TES）内に
双方の処理モジュールを設置し切分けて対応させる。 

 
３．ＬＡＮベース外線電話と内線電話との一体化 

3.1：図３は、公衆 IP網を経由した同一企業内のLAN
間（非電話）通信及び、異なる企業間のLAN間（非電
話）通信が可能であり、IP電話可能な公衆IP網を示す。 
3.2：電話番号体系：会社A,B,Cの合意により、会社A
の電話呼出は１－1××、１－２××、１－３××、会
社 Bの電話呼出は２－1××、２－２××、会社 Cの
電話呼出は３××と定める（例）。その他、会社Aは内
線番号（７××と８××）を定めている（図４）。更に

“0”発信により、公衆 IP網に向けて E.164番号体系
の電話機呼出を可能に出来る（関連：図7）。   
3.3： LAN ベース内線電話：会社Aの電話（1－１××）
から、会社 Aの電話（７××）へは、送信元アドレス
“EA1”から（プライベート）宛先アドレス“EA7”で
ある IPパケットを送信し、エッジノード内で IPカプ
セル化し、公衆IP網を経た内線電話を行なえる（図5）。 
LAN ベース外線電話：A社の電話機（１－１××、電
話機A）から、B社の電話機（２－２××、電話機B）
にダイヤルすると、電話機Aを収容している LANの
DNSに問合せてアクセスSV（サーバ）のIPアドレス
を取得し（図6）、次に,アクセスSVを経由して電話管
理SVに電話呼設定を要求し、電話管理SVは宛先電話
番号を TNS(電話DNS)問合せて、宛先電話番号を管理
している（通信先）電話管理SVの IPアドレスを回答
する。以下、共通線信号方式に準じた電話回線接続制

御の呼設定メッセージ（IAM, ACM, CPG）を送受し、
ANM（応答）メッセージが確認されると、表管理 SV
を介して、音声外部パケットのカプセル化用のレコー

ド（エッジノード内のアドレス表レコード（文献１の

図14）を設定し電話機Aと電話機Bとの間の電話通信
路が確立する。電話通信終了後は電話の呼解放メッセ

ージを交換して音声カプセル化レコード等を抹消する。 
3.4：上記の回線接続制御において,電話管理SVがE.164
系の宛先電話番号を見出すと、TNSに問合わせてこの
電話番号を扱う GW の IP アドレスを取得し、GW－
PSTN－宛先電話機への接続制御を続ける。（逆方向、
つまり）PSTN側からMRに接続した電話機（E.164電
話番号）への接続は、電話呼設定を可能としている。 
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４．ＰＳＴＮ―公衆ＩＰ網―ＰＳＴＮの電話呼接続 

図７図８は、PSTNに接続する電話機から、公衆 IP
網を経由して他の PSTNに接続する電話機への電話接
続制御（概要）を示す。公衆IP網内部は、文献１にお
いて報告しているように、制御線と音声線とを分離し

ている。また、公衆IP網とPSTNとの間のGWにおい
て、公衆IP網の呼制御メッセージとPSTNの呼制御メ
ッセージとの相互変換を行なう。メッセージの相互交

換において、公衆 IP網内部であつかう IPアドレスや
（電話呼を識別する）回線番号と、PSTN内部の SEP
や STPの PCアドレス（信号局アドレス）の相互対応
はGW内部に設定するアドレス接続表（表１）により
管理する。また、公衆 IP網側の音声パスとPSTN側の
音声パスとの対応づけは、GW 内部のメディアパス部
（図７のMP）内部に設定するメディアパス接続表（表
２）により管理する。メディアパスの設定と解放のた

めGW内部の電話管理SV(TES)とMP間で情報交換す
る（図９(1)(2) ）。 

 
５．回線接続制御プロトコルとＴＣＰとの関係 

共通線信号方式を採用した統合 IP 網の電話呼接続
制御は、トランスポート層（OSI の通信４層）におい
て行うケース（図10）と、TCPの上位層において行う

ケースとが考えられる（図11）。図6は接続制御をトラ
ンスポート層で行う方法である。TCPの上位層におい
て接続制御を行なうときは、電話呼の接続と解放とを

合わせて載せる方法と（図12）、接続と解放を分離する
方法とが考えられる（図 13）。図 14(1)(2)は接続と解放
を合わせて TCPで転送する形式を示す。図 15は TCP
ヘッダの拡張域の形式案を示す。 
 

６．むすび 

本報告は、OBN（文献2）にIP電話を導入する検討
内容をまとめたものである。通信システムがIP網によ
り統合化されていくとき、IP網とPSTNとの相互接続
技術が重要な技術になると考える。 
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図 2(3)  発信／着信内部アドレスを含む内部パケット（例）
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 図3  IP網経由のLANベース内線電話とLANベース外線電話の接続形態（例） 
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 図4 LANベース外線電話／内線電話, E.164を考慮した会社A,B,Cが定める電話番号木構造（例）
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図5 LAN市外電話とLAN市内電話との同一実装 
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(GW-1) (GW-2) 

表1 GW-2内部のPSTN－公衆 IP網・アドレス接続表（記入例） 
No. PSTN-2 公衆 IP網 MP-id 
1 OPC-3 DPC-3 SLS-3 CIC-3 D-adr-2 S-adr-2 CIC-2 MP-9 
2 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 
補足：記号は図7参照   MP-id: MP 識別子,  MP-9は表2や図9(1)(2) と同じ 
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図 9(1) GW-2内のメディアパス設定（例） 
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TES MP 

図 9(2) GW-2内のメディアパス解放（例） 
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表２ GW-2内部のメディアパス接続表（記入例） 
自GW（GW-2） 通信相手GW（GW-1） 音声通信路識別子  
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MP-9 IA2 EA2 5012 IA1 EA1 5010 S-ch1 R-ch1 
・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 
補足：“外部 IPアドレス＋ポート番号”は音声 IPパケット用、内部 IPアドレスは IPカプセル化用 
音声通信路識別子は、GW-TS ( PSTN内 ) 間の音声通信路の識別に用いる （S-ch1 ，R-ch1 ⇒ 図 7） 
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図10 プロトコルスタック 
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図15　 TCPヘッダの拡張域形式（案）
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